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(57)【要約】
　【課題】天井裏に水平状に設置された本体部のメンテ
ナンス作業時に、下部ケースを落下させないように上部
ケースと下部ケースとに仮固定部を設けた。
　【解決手段】室外機側の冷媒配管から複数の室内機側
の分岐冷媒配管に冷媒を分岐する配管ユニットと、断熱
材を有した内部に前記配管ユニットを収納し、外郭を上
部ケースおよび下部ケースで構成した本体部とを備えた
空気調和機の冷媒分岐ユニットであって、前記上部ケー
スに形成された前記配管ユニットが挿通していない側と
なる両側面と、同両側面に重合するように前記下部ケー
スに形成された複数のフランジ部とに、係脱可能に係止
するダボとダボ用孔とからなる仮固定部を設けた。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外機側の冷媒配管から複数の室内機側の分岐冷媒配管に冷媒を分岐する配管ユニット
と、断熱材を有した内部に前記配管ユニットを収納し、外郭を上部ケースおよび下部ケー
スで構成した本体部とを備えた空気調和機の冷媒分岐ユニットであって、
　前記上部ケースに形成された前記配管ユニットが挿通していない側となる両側面と、同
両側面に重合するように前記下部ケースに形成された複数のフランジ部とに、係脱可能に
係止するダボとダボ用孔とからなる仮固定部を設けたことを特徴とする空気調和機の冷媒
分岐ユニット。
【請求項２】
　前記下部ケースのフランジ部は、その両側部が、隣り合う同下部ケースの両側面との接
合部で接合された請求項１に記載の空気調和機の冷媒分岐ユニット。
【請求項３】
　前記ダボの根元に丸みをもたせた請求項１に記載の空気調和機の冷媒分岐ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、室外機から複数の室内機へ冷媒を分配する空気調和機の冷媒分岐ユニットに係
わり、より詳細には、上部ケースに下部ケースを仮固定する仮固定構造に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機の冷媒分岐ユニットとして、図１２（Ａ）および図１２（Ｂ）に示す
ように、冷媒配管のガス管２１０と液管２１１とを、複数の分岐冷媒配管のガス管２２０
，２３０，２４０と液管２２１，２３１，２４１とに分岐する配管ユニットを内設した冷
媒分岐ユニット１５であって、複数の分岐冷媒配管内の冷媒の減圧度合いを調節するため
の複数の電子膨張弁２２５，２３５，２４５を含む配管ユニットを収納する本体部１５０
と、電子膨張弁用の配線によって複数の電子膨張弁２２５，２３５，２４５と電気的に接
続される制御基板３０を備えた電装品箱３とを備え、電装品箱３をカバーする電装品箱カ
バー３３を有するとともに、電装品箱３を本体部１５０に取り付けるための基板嵌合爪部
を備えた電装品箱取付板３２を有したものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　本体部１５０は、外郭部をなす上部ケース６０と下部ケース６１とからなる板金製のケ
ース６と、上部ケース６０内に設けられた上部断熱材ケース５０と、下部ケース６１内に
設けられた下部断熱材ケース５１とからなる断熱材ケース５と、上部断熱材ケース５０内
に設けられた上部密閉ケース４０と下部断熱材ケース５１内に設けられた下部密閉ケース
４１とからなる密閉ケース４とで構成されている。
【０００４】
　上部ケース６０、上部断熱材ケース５０および上部密閉ケース４０は、冷媒配管のガス
管２１０と液管２１１とを挿通する冷媒配管受入部１５１と、複数の分岐冷媒配管の分岐
ガス管２２０，２３０，２４０と分岐液管２２１，２３１，２４１とを挿通する分岐冷媒
配管受入部１５２とで上下に分割される。冷媒配管は、ガス管継手部２１２と液管継手部
２１３とで室外機に連なる冷媒配管に接続され、複数の分岐冷媒配管は、分岐ガス管継手
部２２２，２３２，２４２と分岐液管継手部２２３，２３３，２４３とで複数の室内機に
連なる冷媒配管に接続されている。
【０００５】
　冷媒配管は、ガス管２１０と液管２１１とが冷媒配管受入部１５１で結束されて、上下
に分割された上部密閉ケース４０および下部密閉ケース４１と、上部断熱材ケース５０お
よび下部断熱材ケース５１とで水平状に挟持され、分岐冷媒配管は、分岐液管２２１と分
岐ガス管２２０とが結束され、分岐液管２３１と分岐ガス管２３０とが結束され、分岐液
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管２４１と分岐ガス管２４０とが結束されて、上下に分割された複数の分岐冷媒配管受入
部１５２が互いに密接することで水平状に挟持される。
【０００６】
　しかしながら、本体部１５０のメンテナンス時に、上部ケース６０に螺子締めにより固
定された下部ケース６１を取り外す際、複数の螺子を緩めて取り外すことによって下部ケ
ース６１が不意に落下してしまう虞があるため、複数の螺子を緩めて取り外す作業を行い
ながら、同時に、手指で下部ケース６１を上方に向けて押し付けておく必要があることか
ら、作業性が悪いという問題点を有していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－３００３８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は上述した課題を解決するためになされたものであって、その目的は、
本体部を吊り下げた状態でメンテナンスする際、下部ケースを落下させないように上部ケ
ースと下部ケースとに仮固定部を設けた空気調和機の冷媒分岐ユニットを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的を達成できるように構成するため、本発明は以下に示す特徴を備えている
。
【００１０】
　室外機側の冷媒配管から複数の室内機側の分岐冷媒配管に冷媒を分岐する配管ユニット
と、断熱材を有した内部に前記配管ユニットを収納し、外郭を上部ケースおよび下部ケー
スで構成した本体部とを備えた空気調和機の冷媒分岐ユニットであって、
　前記上部ケースに形成された前記配管ユニットが挿通していない側となる両側面と、同
両側面に重合するように前記下部ケースに形成された複数のフランジ部とに、係脱可能に
係止するダボとダボ用孔とからなる仮固定部を設けた構成にしている。
【００１１】
　また、前記下部ケースのフランジ部は、その両側部が、隣り合う同下部ケースの両側面
との接合部で接合された構成にしている。
【００１２】
　また、前記ダボの根元に丸みをもたせた構成にしている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、本体部を吊り下げた状態でメンテナンスする際、下部ケースを落下さ
せないように上部ケースと下部ケースとに仮固定部を設けた空気調和機の冷媒分岐ユニッ
トを提供できる。また、下部ケースのフランジ部は、その両側部が、隣り合う下部ケース
の両側面との接合部で接合されることで強度が増し、仮固定部近傍の変形を抑えて正確に
仮固定できる。また、ダボの根元に丸みをもたせたことで、フランジ部に掛けた手指で下
部ケースを取り外しやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による空気調和機の概略構成図である。
【図２】本発明による冷媒分岐ユニットの斜視図である。
【図３】本発明による冷媒分岐ユニットの断面図である。
【図４】本発明による冷媒分岐ユニットの内部構成図である。
【図５】本発明による冷媒分岐ユニットの分解図である。
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【図６】本発明による冷媒分岐ユニットの下部ケースおよび電装品箱分解図である。
【図７】本発明による冷媒分岐ユニットの冷媒配管受入部詳細図である。
【図８】本発明による冷媒分岐ユニットで、(図４)に示すＡ－Ａ断面図である。
【図９】本発明による冷媒分岐ユニットで、(図４)に示すＢ－Ｂ断面図である。
【図１０】本発明による冷媒分岐ユニットで、下部ケースを外して下から見上げた状態で
、（Ａ）は電装品箱を室外機側から見て右側面に取り付けた図、（Ｂ）は電装品箱を室外
機側から見て左側面に取り付けた図である。
【図１１】本発明による冷媒分岐ユニットで、（Ａ）は下部ケース取付図で、（Ｂ）は（
Ａ）のＣ－Ｃ断面拡大斜視図である。
【図１２】従来例による冷媒分岐ユニットで、（Ａ）は分解斜視図であり、（Ｂ）は断面
図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、添付図面に基づいた実施例として詳細に
説明する。
【００１６】
　　＜空気調和機＞
　図１に示す空気調和機１は、室外機１１と、複数の室内機１２，１３，１４とを備えて
いる。
【００１７】
室外機１１は、室外熱交換器と、圧縮機および四方弁等の冷媒回路の一部と、室外熱交換
器内の冷媒と外気との熱交換を行うために空気を流れさせる送風ファンと、この送風ファ
ンを駆動するためのファンモータおよびこれらの制御を行う制御回路（いずれも図示せず
）とを内蔵している。
【００１８】
室内機１２，１３，１４は、それぞれが室内熱交換器等の冷媒回路の一部と、室内熱交換
器内の冷媒と室内空気との熱交換を行うために空気を流れさせる送風ファンと、この送風
ファンを駆動するためのファンモータおよびこれらの制御を行う制御回路（いずれも図示
せず）とを内蔵している。
【００１９】
室外機１１内の冷媒回路と、室内機１２，１３，１４内の冷媒回路とは、室外機側配管１
１０および室内機側配管１２０，１３０，１４０を介して接続されており、室外機側配管
１１０から室内機側配管１２０，１３０，１４０に冷媒路を均等に分岐するための冷媒分
岐ユニット１５が、室外機１１と複数の室内機１２，１３，１４との間に設置されている
。
【００２０】
　＜冷媒分岐ユニット＞
図２に示す冷媒分岐ユニット１５は、室外機側配管１１０と、複数の室内機側配管１２０
，１３０，１４０とをそれぞれ接続して冷媒を分岐する配管ユニット２と、配管ユニット
２を収納する本体部１５０と、配管ユニット２の電気部品を制御する制御部を備えた電装
品箱３とで構成されている。
【００２１】
　冷媒分岐ユニット１５は、複数の天吊金具６２によって屋内の天井裏などに水平状に天
吊固定されている。そして、高温多湿となりやすい天井裏の環境に対応するため、とくに
本体部１５０内部は、温度変化の影響を受けないように断熱性を有するとともに、湿度の
影響を受けないように密閉された構成にしている。
【００２２】
配管ユニット２は、図２、図３、図４および図５に示すように、室外機側配管１１０に接
続される冷媒配管２１と、本体部１５０に収納される分岐部２５と、室内機側配管１２０
，１３０，１４０にそれぞれ接続される分岐冷媒配管２２，２３，２４とで構成されてい
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る。
【００２３】
冷媒配管２１は、ガス管２１０と液管２１１とからなる。ガス管２１０は冷媒分岐ユニッ
ト１５の近傍でガス管継手部２１２を備え、液管２１１は冷媒分岐ユニット１５の近傍で
液管継手部２１３を備えており、ガス管継手部２１２および液管継手部２１３によって、
室外機側配管１１０との接続、取り外しが可能になる。
ガス管２１０と液管２１１とは、互いに４０ｍｍ以上離間した状態で水平に配列されて冷
媒配管受入部１５１から本体部１５０に収納される。
【００２４】
分岐冷媒配管２２，２３，２４は、分岐ガス管２２０，２３０，２４０と分岐液管２２１
，２３１，２４１とからなる。分岐ガス管２２０，２３０，２４０は冷媒分岐ユニット１
５の近傍でそれぞれ分岐ガス管継手部２２２，２３２，２４２を備え、分岐液管２２１，
２３１，２４１は冷媒分岐ユニット１５の手前で分岐液管継手部２２３，２３３，２４３
を備えており、分岐ガス管継手部２２２，２３２，２４２および分岐液管継手部２２３，
２３３，２４３によって、それぞれ室内機側配管１２０，１３０，１４０との接続、取り
外しが可能になる。
【００２５】
分岐ガス管２２０，２３０，２４０は直線状に形成され、分岐液管２２１，２３１，２４
１は分岐ガス管２２０，２３０，２４０と所定の距離を離間して下方に配置され、本体部
１５０の手前で上方に曲がり、それぞれ分岐ガス管２２０と分岐液管２２１とが一つにな
り、分岐ガス管２３０と分岐液管２３１とが一つになり、分岐ガス管２４０と分岐液管２
４１とが一つになるように、ゴムブッシュ２６によってそれぞれが束ねられ、且つ、分岐
冷媒配管２２，２３，２４は、互いに４０ｍｍ以上離間した状態で水平に配列されて分岐
冷媒配管受入部１５２から本体部１５０に収納される。
【００２６】
　＜分岐部＞
図４に示す配管ユニット２の分岐部２５は、ガス管２１０を分岐ガス管２２０，２３０，
２４０に分岐させる分岐配管２７と、分岐ガス管２２０，２３０，２４０にそれぞれ備え
た分岐ガス管温度センサー２２４，２３４，２４４と、液管２１１の冷媒を分岐液管２２
１，２３１，２４１に分流させる分流器２８と、分岐液管２２１，２３１，２４１を流れ
る冷媒量を調整する電子膨張弁２２５，２３５，２４５と、電子膨張弁２２５，２３５，
２４５よりも室内機１２，１３，１４側に備えた分岐液管温度センサー２２６，２３６，
２４６と、分岐配管２７から分流器２８へ冷媒をバイパスする開閉弁２９とで構成されて
いる。
【００２７】
　＜ケーブル＞
分岐ガス管温度センサー２２４，２３４，２４４と、分岐液管湿度センサー２２６，２３
６，２４６には検出した結果を制御基板３０へ送る信号線が接続され、電子膨張弁２２５
，２３５，２４５と開閉弁２９には、それぞれを駆動するための配線が接続され、信号線
と配線がまとめて結束されたケーブル８０が電装品箱３の制御基板３０に接続される。
【００２８】
　＜本体部＞
図５に示す本体部１５０は、配管ユニット２を内側から順に密閉ケース４と、断熱材ケー
ス５と、ケース６とで挟み込む構成となっている。
【００２９】
　＜密閉ケース＞
密閉ケース４は、上部密閉ケース４０と下部密閉ケース４１が、水平状の冷媒配管２１お
よび分岐冷媒配管２２，２３，２４の管径の中心に沿って上下に分割し、合成樹脂によっ
て成形されている。
【００３０】
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図３、図４および図５に示す上部密閉ケース４０は、配管ユニット２の分岐部２５を収納
する収納部４００と、収納部４００の周囲に縁取られて密閉性を保持する縁部４０１とか
らなる。
　縁部４０１には、冷媒配管２１を受け入れる冷媒配管受入部１５１と、分岐冷媒配管２
２，２３，２４を受け入れる分岐冷媒配管受入部１５２とに、配管取付部４０２が配管に
沿って半円状に延出（連続形成）されている。配管取付部４０２の半円状の左右端には、
後述する螺子を受けるアンカー４０５が立設されている。
また，ケーブル８０を引き出すケーブル引出部４０３も半円状に形成されている。さらに
、縁部４０１には収納部４００を囲むように凸リブ４０４が２列で設けられている。凸リ
ブ４０４の上には断熱シール４４（図８参照）が貼着されている。
２列のうち外側に設けられた凸リブ４０４には、後述する螺子を受けるアンカー４０５が
間隔を空けて立設されている。アンカー４０５は縁部４０１の四隅にも立設されている。
【００３１】
下部密閉ケース４１は、配管ユニット２の分岐部２５を収納する収納部４１０と、収納部
４１０の周囲に縁取られて密閉性を保持する縁部４１１とからなる。
【００３２】
縁部４１１には、冷媒配管２１と分岐冷媒配管２２，２３，２４とに接する部分に、配管
取付部４１２が半円状に連続形成されるとともに、ケーブル８０を引き出すケーブル引出
部４１３が半円状に連続形成されている。また、縁部４１１には、前記凸リブ４０４を受
ける凹リブ４１２が設けられている。さらに、アンカー４０５に螺着させる螺子孔４１５
が設けられている。
【００３３】
　＜断熱材ケース＞
断熱材ケース５は、断熱性に優れた発泡スチロールによって形成され、断熱性を高めるた
め全体に一定の厚さを有している。
断熱材ケース５は、冷媒配管受入部１５１と、分岐冷媒配管受入部１５２にあたる部分が
、円筒状に突出し、冷媒配管２１および分岐冷媒配管２２，２３，２４の管径の中心に沿
って、上部断熱材ケース５０と下部断熱材ケース５１とに分割されている。
【００３４】
上部断熱材ケース５０は、内側の形状を上部密閉ケース４０の外形に合わせて形成されて
いる。また、上部密閉ケース４０のケーブル引出部４０３に合わせケーブル引出用凹部５
００が形成され、室外機側から見た左側面には、引き出したケーブル８０を電装品箱３に
導入するケーブル用側面凹部５０１が形成されている。
【００３５】
下部断熱材ケース５１は、内側の形状を下部密閉ケース４１の外形に合わせて形成されて
いる。また、下部密閉ケース４１のケーブル引出部４１３に合わせケーブル引出用凹部５
１０が形成され、室外機側から見た左側面には、引き出したケーブル８０を電装品箱３に
導入するケーブル用側面凹部５１１が形成されている。さらに、下部断熱材ケースの底面
部には、ケーブル用底面凹部５１２が設けられている。
【００３６】
　＜ケース＞
本体部１５０の外郭を構成するケース６は、板金を折り曲げ加工することで形成されてお
り、上部ケース６０と下部ケース６１とからなる。
【００３７】
上部ケース６０は、室外機側側面部６０ａと、この室外機側側面部６０ａに対向している
室内機側側面部６０ｂと、室外機１１側から見て左側の第１側面部６０ｃと、この第１側
面部６０ｃに対向している右側の第２側面部６０ｄとからなる箱体状になっている。
【００３８】
室外機側側面部６０ａと室内機側側面部６０ｂは、それぞれ冷媒配管２１と、分岐冷媒配
管２２，２３，２４の管径の中心までの長さがあり、上部断熱材ケース５０の円筒形状に
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合わせて半円形に切り抜いた上部断熱材受部６００を備え、左右端には、天井から冷媒分
岐ユニット２を吊下げる天吊金具６２が螺着できるように螺子孔を備え、中央には、後述
する配管吊金具６３が螺着できるように螺子孔を備えている。
【００３９】
　第１側面部６０ｃと第２側面部６０ｄとは、本体部１５０の底面まで届く長さがあり、
左右端の上下４箇所に、後述する電装品箱用係止爪３２０によって、電装品箱３を取り付
けるための電装品箱用係止孔６０１を備えている。左右端の下に設けた電装品箱用係止孔
６０１の位置から下には、後述するダボ用孔６１２に係脱可能に係止されるダボ６０２を
備えている。また、ダボ６０２の位置から下で、底面まで回り込ませた螺子取付部６０３
を備えている。
【００４０】
第１側面部６０ｃには、室外機１１側に天井面近傍まである切欠溝でなる第１ケーブル引
出口６０４があり下から上まで切り抜かれている。図６に示す第２側面部６０ｄには、室
外機１１側に側面の中ほどまである切欠溝でなる第２ケーブル引出口６０５がある。第１
ケーブル引出口６０４、第２ケーブル引出口６０５近傍の天井面６０ｅ側には、後述する
ケーブル引出口カバー６４が係止されるケーブル引出口カバー用孔６０６を備えている。
【００４１】
下部ケース６１は、室外機側側面部６１ａと、この室外機側側面部６１ａに対向している
室内機側側面部６１ｂと、底面部６１ｅとからなるコの字形状になっている。
【００４２】
室外機側側面部６１ａと室内機側側面部６１ｂは、それぞれ冷媒配管２１と、分岐冷媒配
管２２，２３，２４の管径の中心までの長さがあり、下部断熱材ケース５１の円筒状に合
わせ半円形に切り抜いた上部断熱材受部６１０を備えている。
【００４３】
下部ケース６１を形成する板金は、底面部６１ｅからその一部が延びて折り曲げられ、室
外機側側面部６１ａと、室内機側側面部６１ｂとにスポット溶接されることで接合された
フランジ部６１１を備えている。
【００４４】
フランジ部６１１は、下部ケース６１を組み立てた際、ダボ６０２が係脱可能に係止する
ようにダボ用孔６１２を備えている。ダボ用孔６１２に近接する底面部６１ｅには螺子用
孔を備えている。
【００４５】
　＜電装品箱＞
図５および図６に示す電装品箱３は、冷媒分岐ユニット１５を制御する制御基板３０と、
電装品箱本体３１と、電装品箱取付板３２と、電装品箱カバー３３とから構成されている
。
【００４６】
電装品箱本体３１はコの字形状をした板金でなり、コの字の内側に制御基板３０と、複数
の端子台３４が配置されている。電装品箱本体３１の一部には、ケーブル８０を導入する
ケーブル導入孔３１０を備え、ケーブル導入孔３１０に近接した内側には、ケーブル８０
を電装品箱本体３１に結束して制御基板３０に導くケーブル導入ガイド３１１を備えてい
る。
【００４７】
電装品箱取付板３２は短冊形状でなり、上下対称に２か所内側方向へ向けて折れ曲がった
電装品箱用係止爪３２０を備えて、電装品箱本体３１の外側の左右端２か所に溶着されて
いる。
【００４８】
　＜組立方法＞
冷媒分岐ユニット１５の組立は、天井から吊り下げる設置状態とは天地を逆にして組み立
てられる。まず、上部ケース６０は天井面部６０ｅを下にして置き、その中に上部断熱材
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ケース５０を重ねる。上部断熱材ケース５０は、上部ケース６０の断熱材受部６００で支
えられる。
【００４９】
次に、図４および図７に示すように、上部密閉ケース４０を上部断熱材ケース５０に嵌め
込む。そして、上部密閉ケース４０の配管取付部４０２に配管ユニット２を嵌めこむ。配
管ユニット２のガス管２１０、液管２１１および分岐冷媒配管２２，２３，２４のゴムブ
ッシュ２６が巻かれている部分を配管取付部４０２に嵌めこみ、配管押え９１をゴムブッ
シュ２６の上から配管取付部４０２に螺子で締めて固定する。
【００５０】
次に、図７乃至図９に示すように、ガス管２１０と分岐冷媒配管２３の配管取付部４０２
には、上端を上部ケース６０に螺着された配管吊金具６３が、上部断熱材ケース５０をま
たがって、配管押え９１の下まで延びており、配管吊金具６３と配管押え９１は螺子で共
締めして上部密閉ケース４０に固定される。
ケーブル８０は結束具８２で一つに束ねられ、上部密閉ケース４０のケーブル受部４０３
から外に引き出される。
【００５１】
　この構成により、配管ユニット２が、配管押え９１と、上部が上部ケース６０に固定さ
れ、下部が配管押え９１の下端まで延びる配管吊金具６３とで上部密閉ケース４０の配管
取付部４０２に固定されたことで、下部ケース６０、下部断熱材ケース５１および下部密
閉ケース４１を取り外すことにより、配管ユニット２を構成する分岐部２５や電子膨張弁
２２５，２３５，２４５等が現れて、本体部１５０を分解することなくメンテナンス作業
ができるようになる。
【００５２】
　次に、上部密閉ケース４０から突き出した密閉ケース係止爪４０６に合わせて下部密閉
ケース４１の密閉ケース係止孔４１０を差し込む。上部密閉ケース４０と下部密閉ケース
４１とを合わせると、上部密閉ケース４０の凸リブ４０４に、下部密閉ケース４１の凹リ
ブ４１４が断熱シール４４を介して隙間なく密着される。次に、縁部４０１に複数個所あ
るアンカー４０５に、螺子孔４１５から螺子９４を螺着する。
【００５３】
図７に示すように、下部密閉ケース４１の配管取付部４１２は、上部密閉ケース４０に収
まったガス管２１０および液管２１１のゴムブッシュ２６に嵌合され、上部密閉ケース４
０の配管取付部４０２に被さらない構成になっていることから、上部密閉ケース４０と、
下部密閉ケース４１とは互いに隙間なく重ね合わされて、内部が密閉状態となる。内部が
密閉状態となることにより、本体部１５０に収納された配管ユニット２の分岐部２５が外
側の空気に触れることがなくなり、ドレン水の発生を防ぐことができる。
【００５４】
次は、下部断熱材ケース５１を下部密閉ケース４１に被せる。この時に、下部密閉ケース
４１の他に配管押え９１および配管吊金具６３と螺着した螺子９４も合わせて下部断熱材
ケース５１で被着される。これにより、螺子９４への露つきも防げる。
【００５５】
電装品箱３は、上部ケース６０の第１側面部６０ｃおよび第２側面部６０ｄどちらの面に
も取り付けられる。室外機側から見て右側面の第２側面部６０ｄに取り付ける場合は、図
１０（Ａ）に示すように、ケーブル８０を上部断熱材ケースの引出用凹部５００と、下部
断熱材ケースの引出用凹部５１０に沿わせ、第１ケーブル用底面凹部５１２に導く。ケー
ブル用底面凹部５１２に導かれたケーブル８０は、ケーブル用底面凹部５１２で折り返し
て、第２ケーブル引出口６０５から本体部１５０の外へ引き出される。
【００５６】
引き出されたケーブル８０は図６に示すように、電装品箱本体１５０のケーブル導入孔３
１０から電装品箱３へ導入され、ケーブル導入ガイド３１１で電装品箱本体３１に結束さ
れ、電装品箱３の制御基板３０にある複数のコネクター（図示せず）にそれぞれ接続され
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る。
ケーブル８０と接続された電装品箱本体３１は、電装品箱本体３１に溶着された電装品箱
取付板３２の電装品箱用係止爪３２０を、上部ケース６０の電装品箱用係止孔６０１に差
し込む。この時、電装品箱用係止爪は上部の爪がぶら下がっている状態となり仮固定され
る。次に、電装品箱本体３１内側から上部ケース６０に螺子で螺着する。これにより、電
装品箱用係止爪３２０で仮固定された電装品箱３は固定する。その上に電装品箱カバー３
３を被せる。
【００５７】
また、図１０（Ｂ）に示すように、室外機側から見て左側の第１側面部６０ｃに取り付け
る場合は、電装品箱本体３１を天地逆転させて、電装品箱取付板３２の電装品箱用係止爪
３２０を、上部ケース６０の係止孔６０１に差し込む。電装品箱本体３１を天地逆転させ
たことで、ケーブル導入孔３１０は天井側に移動する。
【００５８】
ケーブル用底面凹部５１２に導かれたケーブル８０は、ケーブル用底面凹部５１２を渡り
、ケーブル用側面凹部５０１，５１１を通り、第１ケーブル引出口６０４の上方から本体
部１５０の外へ引き出され、電装品箱本体１５０のケーブル導入孔３１０から電装品箱へ
導入される。
この取付方法により、例えば、施工時に設置する場所に応じて、電装品箱３を付け替える
場合においても、ケーブル８０を接続したまま、簡単に差し替えることができる。
【００５９】
次に、ケーブル引出口カバー６４を電装品箱３が設置されない側の第１ケーブル引出口６
０４、第２ケーブル引出口６０５のいずれかに取り付ける。ケーブル引出口カバー６４は
第１ケーブル引出口６０４よりも長く形成され、ケーブル引出口カバー用孔６０６も第１
側面部６０ｃと第２側面部６０ｄの対称の位置に備えられているため、ケーブル引出口カ
バー６４はどちらの面にも取付られる。ケーブル引出口カバー６４の上部の爪を上部ケー
ス６０のケーブル引出口カバー用孔６０６に係止して、螺子で螺着する。これにより、ケ
ーブル引出口を隠すことができ、美感が向上し、内部への埃の侵入を防げる。
【００６０】
次に、図１１に示すように下部ケース６１を上部ケース６０に組み付ける。その際、上部
ケース６０に備えたダボ６０２を下部ケース６１に備えたダボ用孔６１２に係止すること
で下部ケース６１を仮固定する。次に、上部ケース６０底面６１ｅにある螺子取付部６０
３に螺子９４を螺着して上部ケース６０と下部ケース６１とを固定する。
【００６１】
メンテナンスの作業時には、螺子取付部６０３に螺着した螺子９４を取り外すが、この時
に、螺子９４を外しても、ダボ６０２がダボ用孔６１２に係止していることで下部ケース
６１が仮固定されているため、下部ケース６１が不意に落下してしまう虞がない。
【００６２】
また、上部ケース６０に備えたダボ６０２の根元６０２ａには丸み（曲面）が設けられて
おり、この丸み（曲面）の一部がダボ用孔６１２の周縁に当接することで、ダボ６０２近
傍の上部ケース６０と下部ケース６１との間に僅かな隙間をつくれることから、下部ケー
ス６１に手指を掛けてダボ６０２からダボ用孔６１２を離脱させる際、ダボ用孔６１２を
スムーズに離脱させて下部ケース６１を容易に取り外すことができるようになる。
【００６３】
このように、下部ケース６１を上部ケース６０に係脱可能に仮固定できる構成は、上部ケ
ース６０に備えたダボ６０２と、下部ケース６１に備えたダボ用孔６１２とによる構成で
あって、新規部材を用いた構成にすることなく仮固定できる点が特徴になっている。
なお、ダボ６０２とダボ用孔６１２とは上述した構成に限らず、上部ケース６０にダボ用
孔６１２を備える一方、下部ケース６１にダボ６０２を備える構成にしてもよい。
【００６４】
以上説明したように、本発明の構成によれば、下部ケース６１が、上部ケース６０に折曲



(10) JP 2012-13272 A 2012.1.19

10

20

30

形成された左側面部６０ｃおよび右側面部６０ｄと、下部ケース６１に折曲形成されて上
部ケース６０の左側面部６０ｃおよび右側面部６０ｄに重合する複数のフランジ部６１１
とに設けられたダボ６０２と、このダボ６０２に対応するダボ用孔６１２とからなる仮固
定部で仮固定されるようにした空気調和機の冷媒分岐ユニットを提供できる。
【００６５】
　その際、上部ケース６０の左側面部６０ｃおよび右側面部６０ｄは、その両側部が隣り
合う室外機側側面部６１ａおよび室内機側側面部６１ｂとの接合部で接合され、また、下
部ケース６１のフランジ部６１１は、その両側部が隣り合う左側面部６０ｃおよび右側面
部６０ｄとの接合部で接合され、上部ケース６０および下部ケース６１の変形を抑え、ダ
ボ６０２およびダボ用孔６１２に位置擦れが生じないように強度が増強されているので、
下部ケース６１を上部ケース６０に正確に仮固定できるようになる。
【００６６】
　また、ダボ６０２の根元６０２ａに丸み（曲面）を設け、ダボ６０２近傍の上部ケース
６０と下部ケース６１との間に僅かな隙間をつくることで、フランジ部６１１の周縁に手
指が掛かりやすくなって、ダボ６０２からダボ用孔６１２をスムーズに離脱させて下部ケ
ース６１を容易に取り外すことができるようになる。
【符号の説明】
【００６７】
１　空気調和機
１１　室外機
１２，１３，１４　室内機
１５　冷媒分岐ユニット
２　配管ユニット
２１　冷媒配管
２２，２３，２４　分岐冷媒配管
　３　電装品箱
　４０　上部密閉ケース
　４１　下部密閉ケース
　５０　上部断熱材ケース
　５１　下部断熱材ケース
　６０　上部ケース
６０２　ダボ
　６１　下部ケース
　６３　配管吊金具
６１２　ダボ用孔
　８０　ケーブル
　９１　配管押え
　９４　螺子
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